
 

四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

驚
異
の
フ
ォ
ー
ク
曲
げ
、

　
　
　
　
　
メ
ン
タ
リ
ズ
ム

　
　
　
　
講
師
　
D
a
i
g
o 

氏

最
近
T
V
で
驚
異
の
フ
ォ
ー
ク
曲
げ

等
の
技
が
注
目
さ
れ
て
い
る
D
a
i
g
o

氏
の
ご
出
演
で
す
。

当
会
で
は
、
以
前
か
ら
「
超
能
力
か

マ
ジ
ッ
ク
か
」
と
い
う
題
名
で
マ
ジ
シ
ャ

ン
の
方
々
の
公
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
単
な
る
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
は

な
く
、
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
D
a
i
g
o

氏
に
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。

彼
は
そ
の
技
を
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
称

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
超
能
力

的
な
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
彼
の
代
表
的
な
技
が

フ
ォ
ー
ク
曲
げ
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ク
の

先
が
複
雑
に
絡
み
合
う
と
い
う
現
象
を

起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
不
思

議
さ
に
驚
か
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。

「
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
は
、
海
外
で
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

ジ
ャ
ン
ル
で
す
が
、
日
本
で
は
全
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
語
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い

の
で
説
明
が
難
し
い
の
で
す
が
、
わ
か

り
や
す
く
言
え
ば「
超
能
力
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
」
と
い
っ

た
赴
き
の
も
の
で
す
。

※
本
部
例
会
に
お
い
て
目
の
前
で
驚
異

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
D
a
i
g
o
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
8
6
年
11
月
22
日
生
ま
れ
、
静

岡
県
出
身
。
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部

卒
、
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
在
籍
。

幼
少
期
よ
り
、
科
学
に
興
味
を
持
ち
、

母
親
の
薬
学
関
連
書
籍
を
絵
本
代
わ
り

に
育
つ
。
高
校
生
時
代
に
不
老
不
死
に

憧
れ
、
人
工
的
に
脳
を
造
る
こ
と
を
決

意
。
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
へ
入
学

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
を
始

め
る
。
大
学
で
記
憶
材
料
の
基
礎
研
究

に
関
わ
る
が
、
脳
そ
の
も
の
に
興
味
が

深
ま
り
、
現
在
は
医
学
部
へ
の
編
入
を

目
指
し
て
い
る
。

日
時　

平
成
23
年
4
月
9
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
2
時
～
4
時
30
分

※
開
始
時
間
は
通
常
よ
り
遅
く
な
り
ま

※
3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
サ
イ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
は
正
式
に
隔
月
発
刊
と
な
り

ま
す
の
で
、
次
回
発
行
は
5
月
1
日

の
5
、
6
月
号
と
な
り
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
創
立
35
周
年
記
念
大
会
の
論
文
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
四
月
例
会
予
告

◎
第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
12
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
六
月
本
部
例
会
報
告

◎
七
月
本
部
例
会
報
告

◎
九
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
五
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
春
の
大
会

◎ 

サ
イ
現
象
生
起
の
為
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

条
件

す
。
D
a
i
g
o
氏
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
質
疑
応
答
で
1
時
間
位
、
後
半
は
参

加
者
で
の
意
見
交
換
・
討
論
会
と
な
り

ま
す
。

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車
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徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

　
　
　

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
2
／
12
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

小
澤　

佳
彦　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
最
新
脳
科
学
と
透
視
能
力
」

　
　
　
　
　
講
師
　
赤
松
　
瞳 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　（
脳
・
認
知
学
者
）

■
内
容
：
T
B
S
最
新
脳
科
学
&
最
強

超
能
力
ヴ
ィ
デ
オ
鑑
賞　

ロ
シ
ア
の

ク
ラ
ス
風
景
ヴ
ィ
デ
オ
観
賞

■
能
力
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
透

視
／
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
）

例
：
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
本
を

読
む
、
体
内
霊
視
な
ど

人
間
の
脳
は
わ
ず
か
に
3
～
5
%
し

か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
脳
科
学
研
究
で
は
、
未
使
用
の
脳

を
使
用
す
る
方
法
の
研
究
が
進
ん
で
お

り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
超
感
覚
的
知

覚（
い
わ
ゆ
る
、
超
能
力
）を
発
達
さ
せ

る
驚
く
べ
き
方
法
論
が
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
の

見
え
な
い
子
供
た
ち
に
、
脳
の
視
覚
視

野
や
中
脳
の
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
り
、
あ
る
種
レ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な

代
替
視
覚
手
段
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ

り
、
全
盲
の
人
々
が
、
目
以
外
の
感
覚

を
使
用
し
て
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
副
産
物
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
千

里
眼（
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
能
力
）

が
身
に
つ
き
、
肉
眼
以
上
の
感
覚
器
官

で
遠
く
の
も
の
や
近
く
の
も
の
を
認
知

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
で
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
で
は
様
々
な

レ
ベ
ル
の
障
害
者
が
超
感
覚
的
な
能
力

を
身
に
つ
け
て
回
復
し
て
い
る
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
普
通
の
人
々
に

も
同
様
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

超
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
学
の
研

究
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
能
力
を
身
に

付
け
た
人
々
は
脳
の
使
用
%
が
多
い（
つ

ま
り
、
未
使
用
の
脳
が
使
用
さ
れ
て
い

る
）
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
脳
の
進
化
、
そ
れ
に
よ

る
人
類
の
進
化
に
お
い
て
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
及
び
実
際
体
験（
例
：
実

際
に
目
を
閉
じ
た
ま
ま
イ
メ
―
ジ
ワ
ー

ク
を
す
る
、
感
覚
的
に
も
の
を
見
る
・

知
る
こ
と
の
体
験
な
ど
）
の
機
会
が
得

ら
れ
ま
す
。

※
本
部
例
会
に
お
い
て
、
女
性
の
熟
達

し
た
E
S
P
能
力
者
で
あ
り
、
研
究
者

の
実
演
と
講
演
が
聞
け
る
貴
重
な
機
会

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
赤
松
瞳
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
7
年
、
北
海
道
札
幌
出
身
。

○
脳
・
認
知
学
者「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

モ
ナ
ー
シ
ュ
大
学
心
理
学
博
士
」

○
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー「IA

H
D

」

日
本
代
表

○
国
際
前
世
療
法
学
会
「IA

RRT

」
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー

○
ブ
ロ
ニ
コ
フ
・
イ
ー
ス
タ
ン
ス
ク
ー

ル
主
任
講
師

1
9
9
0
年
日
本
大
学
国
際
関
係
学

部
を
経
て
、
心
理
学
研
究
の
為
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
渡
る
。
長
年
に
わ
た
り
、

豪
州
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
、
イ
ン
ド
な

ど
で
心
理
学
、
潜
在
意
識
精
神
世
界
の

講
演
、
講
習
を
し
な
が
ら
主
に
豪
州
大

学
院
に
於
い
て
個
別
指
導
講
師
を
務
め

て
き
た
。

統
合
医
療
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
様
々

な
心
理
療
法
、
代
替
医
療
を
行
い
、
現

在
は
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
障
害

者
教
育
に
従
事
し
て
い
る
。

○
ア
メ
リ
カ
A
B
S
「
21
世
紀
に
貢
献

し
た
偉
大
な
女
性
」ノ
ミ
ネ
ー
ト
賞

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
受
賞

○
脳
・
認
知
科
学
優
等
学
士
「
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
」

○
応
用
心
理
学
学
士
「
サ
ウ
ス
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
」

○
医
療
準
学
士
「
タ
ス
マ
ニ
アT

A
FE

」

○
現
所
属　

株
式
会
社CI

総
合
研
究
所

日
時　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

　
　
　

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

● ❷●



会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年

　
記
念
大
会
の
論
文
・
原
稿
募
集

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

1
9
7
6
年
に
日
本
サ
イ
科
学
会

（
前
身　

日
本
P
S
学
会
）
が
創
立
さ
れ

て
か
ら
、
今
年
が
35
周
年
目
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
5
周
年
ご
と
に
記
念

大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
通

常
全
国
大
会
が
催
さ
れ
る
10
月
に
、「
日

本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年
記
念
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
な
日
程
・
会
場
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
今
後
の「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
行
わ
れ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
近
年
メ

デ
イ
ア
や
書
籍
で
大
い
に
話
題
に
な
っ

て
お
り
ま
す
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
に
決

定
致
し
ま
し
た
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
1
9
7
5
年
に

分
科
会
の
サ
イ
実
測
研
究
会
が
、
中
国

元
極
学
の
張
志
詳
会
長
を
日
本
に
招
い

て
東
京
や
長
野
県
で
講
演
会
を
催
し
た

と
き
に
、
長
野
県
の
長
谷
村（
現
在
伊

那
市
に
合
併
）
に
あ
る
分
杭
峠
が
元
極

学
の
基
地
に
匹
敵
す
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
と
い
う
「
お
墨
付
き
」
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
日

本
で
も
有
数
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
分
杭
峠
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
現
状
や
科
学
的
な
立
場
で

検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
致
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
会
員
の
皆
様
か
ら
も
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
貴
重
な
体
験
や
レ

ポ
ー
ト
、
科
学
的
な
立
場
か
ら
の
検

証
・
論
文
等
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
当
日
配
布
さ
れ
る
予

稿
集
や
今
年
度
発
行
の
論
文
集
「
サ
イ

科
学
」に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

9
月
15
日
ま
で
に
A
4
版（
40
字
×

40
行
）
6
枚
以
内
で
一
太
郎
か
ワ
ー
ド

の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
左
記
事
務
局

ま
で
添
付
フ
ァ
イ
ル
送
信
願
い
ま
す
。

内
容
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
の
審
査
は

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
原
稿
送
信
先

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
日
本
人
の
生
き
方
と

　
　
　
　
21
世
紀
の
未
来
」

　
　
　
　
講
師
　
重
松
　
昭
春 

氏

日
時　

平
成
23
年
3
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
誰
で
も
で
き
る

　
　
一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

　
　
　
　
講
師
　
芳
野
　
武
人 

氏

日
時　

平
成
23
年
4
月
9
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
4
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
:
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
健

康
と
は
何
か
?

日
時　

平
成
23
年
3
月
27
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

　
　
　

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

　
　
　
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

●❸ ●



会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
12
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

報
告

第
4
回
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

 

日
時　

平
成
22
年
12
月
21
日
（
火
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
～
9
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
開
会
の
辞　

阿
久
津　

淳
（
科
学
問
題

研
究
家
・
世
話
人
）

　
「
皆
既
月
食
と
大
・
小
周
天
」

石
田　

桃
子
（
シ
ン
ガ
ー
&
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
）「
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
音
楽
」

川
崎　

利
男
（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
所

長
）「
盆
踊
り
群
集
オ
ー
ブ
が
訴
え
る

も
の
」

岩
崎　

士
郎
（U

SO
800 

開
発
者
）　

「
反
重
力
機
関
へ
の
挑
戦
」

田
村　

良
一
（
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
家
）「
反
重
力
機
関
へ
の
挑
戦
」

ロ
ン
・
薄
葉
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー

ラ
ー
） 「
オ
ー
ブ
と
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」

中
津
川　

昴
（
サ
イ
キ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ

ャ
ー
）「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
ア

セ
ン
シ
ョ
ン
」

質
疑
応
答
&
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

閉
会
の
辞　

阿
久
津　

淳　

フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト
と
巨
大
な
泡
　

　

銀
河
系
の
フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト
説
は
科

学
に
近
い
ヒ
ト
ほ
ど
信
じ
ら
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の
フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト
に
取
っ
て

代
わ
る
銀
河
か
ら
吹
き
出
る
巨
大
な
泡

説
が
突
如
浮
上
し
て
き
た
。

http://w
iredvision.jp/new

s/ 
201011/

2010111122
.htm

l

　

わ
れ
わ
れ
が
属
す
る
天
の
川
銀
河
の

中
心
か
ら
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
の

巨
大
な
泡
が
2
つ
出
現
し
て
い
る
こ
と

が
、
フ
ェ
ル
ミ
・
ガ
ン
マ
線
宇
宙
望
遠

鏡
に
よ
る
画
像
の
新
し
い
分
析
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
。
同
望
遠
鏡
に
よ
る
19

ヵ
月
分
の
デ
ー
タ
か
ら
、
天
の
川
銀
河

の
、
全
長
が
10
万
光
年
あ
る
円
盤
の
上

と
下
に
、
ガ
ン
マ
線
と
エ
ッ
ク
ス
線
の

放
射
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
が
2
万

5
0
0
0
光
年
あ
る
膨
ら
み
が
出
現
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会　

世
話
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
本
部
例
会
報
告

水
と
は
・
・
・
水
は
生
体
内
で
は

勿
論
の
こ
と
自
然
界
で
も
今
我
々

が
考
え
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
重

要
な
働
き
を
し
て
い
る
。

　
　
　
講
師
　
久
保
田
　
昌
治 

氏

皆
さ
ん
は
今
、
水
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
私
自
身
は「
水
が
大
切
だ
、

大
切
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
割
に
は
、

ど
う
も
あ
ま
り
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

例
え
ば
、
我
々
の
体
重
で
一
番
大
き

い
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
水
で
す
ね
。

幼
児
で
80 
%
、
成
人
で
60 

%
、
平
均
70 

%
と
私
は
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
が
、

体
重
の
70 
%
を
占
め
て
い
る
水
を
ど
う

す
る
か
に
よ
っ
て
、
我
々
の
健
康
の
増

進
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
医
学
・
医
療
に
し
ろ
、
薬
学
や

生
物
学
に
し
ろ
、
体
重
の
70 

%
を
占
め

て
い
る
水
の
存
在
を
無
視
し
て
、
残
り

の
30 

%
で
議
論
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
空
気
の
組
成
は
ご
存
知
だ

と
思
い
ま
す
が
、
教
科
書
を
見
て
も
、

窒
素
が
約
78 

%
、
酸
素
が
約
21 

%
と
出

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
で
し
ょ
う

か
。
テ
ス
ト
で
は
こ
う
書
か
な
い
と
点

数
を
も
ら
え
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
に

は
肝
腎
の
水
蒸
気
が
入
っ
て
い
な
い
の

で
す
。

水
蒸
気
は
確
か
に
気
温
に
よ
っ
て
含

ま
れ
る
量
が
パ
ー
セ
ン
ト
オ
ー
ダ
ー
で

変
わ
り
ま
す
が
、
窒
素
78 

%
、
酸
素
21 

%
と
い
う
の
は
、
完
全
な
乾
燥
し
た
空

気
の
状
態
で
す
。
も
し
水
蒸
気
ゼ
ロ
の

空
気
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
中
で

我
々
人
間
は
生
き
て
い
け
な
い
で
し
ょ

う
。
湿
度
0
%
の
空
気
で
は
静
電
気
が

頻
繁
に
起
こ
り
、
火
災
が
あ
ち
こ
ち
で

発
生
し
ま
す
し
、
事
故
は
起
こ
り
ま
す

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
す
る

で
し
ょ
う
。

私
は
国
立
大
学
で
20
年
非
常
勤
講
師

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
教

え
て
い
た
学
生
に
「
人
間
は
有
機
体
か

● ❹●



無
機
体
か
?
」
と
問
う
と
、
90 

%
の
学

生
が
有
機
体
と
答
え
ま
し
た
。
恐
ら
く

今
そ
う
い
う
問
題
が
出
た
ら
、
そ
う
答

え
な
い
と
点
数
が
も
ら
え
な
い
の
で
し

ょ
う
が
、
有
機
体
は
炭
素
が
中
心
で
で

き
て
い
る
も
の
な
の
に
、
人
間
の
体
重

で
炭
素
が
占
め
て
い
る
割
合
は
せ
い
ぜ

い
9
%
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
に
水
素
と

か
酸
素
が
く
っ
つ
い
て
、
有
機
物
が
で

き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
全

部
集
め
て
も
、
体
重
の
20 

%
く
ら
い
で

す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
人
間
は
有
機
体

に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
?
い
ろ
い
ろ
考

え
て
み
ま
す
と
、
体
重
の
70 

%
を
占
め

て
い
る
水
を
無
視
す
る
と
、
残
り
30 

%

の
20 

%
分
は
有
機
物
に
な
る
ん
で
す
ね
。

残
り
10 

%
分
は
骨
そ
の
他
に
な
り
ま
す
。

三
分
の
二
が
有
機
物
な
の
で
、
人
間
は

有
機
体
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
義
務
教
育
で
も

水
の
話
は
ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま
せ
ん
。

高
校
ま
で
行
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
水
の
化

学
式
が
H
2
O
だ
と
い
う
こ
と
く
ら
い

で
す
。
私
は
化
学
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
も
ま
と
ま
な
水
の
話
は
な
い
の

で
す
。
従
っ
て
我
々
水
に
対
し
て
は
よ

ほ
ど
意
識
し
て
勉
強
し
な
い
と
、
ほ
と

ん
ど
分
か
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
町
で
売
っ
て
い
る
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
六
百
種
類
く
ら
い
あ

る
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
自
分
に
と
っ
て
い

い
の
か
ほ
と
ん
ど
分
か
り
ま
せ
ん
。
浄

水
器
を
買
お
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
ど

う
い
う
浄
水
器
を
買
え
ば
い
い
の
か

も
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
丸
善
出
版
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
水
の
百
科
事
典
を

1
9
9
7
年
に
出
版
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
水
の
百
科
事
典
は
一
冊
も
な
か

っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
「
水
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」、「
水
の
基
礎
知
識
」、
ま
た
昨
年
は

「
水
の
総
合
辞
典
」
を
や
は
り
丸
善
出
版

か
ら
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

　

研
究
に
関
し
て
古
い
水
の
考
え
か
ら

す
れ
ば
今
や
る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
私
が
研
究
し
て
い
る
活
性
水
や

機
能
水
の
範
疇
に
入
る
も
の
は
、
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
研
究
す
べ
き
も
の
な
の
で

す
。
水
に
注
目
す
る
だ
け
で
、
我
が
国

の
33
兆
、
34
兆
円
と
い
わ
れ
る
医
療
費

の
3
割
は
簡
単
に
減
ら
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
題
に
入
り
ま
す
が
、
水
の
分
子
式

は
H
2
O
だ
と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
液
体
の
水
は
実
は

非
常
に
複
雑
な
の
で
す
。
そ
の
複
雑
と

な
る
最
大
の
理
由
は
、
水
分
子
が
水
素

原
子
2
個
と
酸
素
原
子
1
個
で
で
き
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
原
点
が
あ
り
ま

す
。地

球
上
に
は
い
ろ
い
ろ
な
水
が
あ
り
、

塩
分
が
3
・
5
%
あ
る
海
水
、
そ
し
て

河
川
水
、
湖
沼
水
、
地
下
水
、
そ
れ
ら

か
ら
取
ら
れ
る
水
道
水
、
ほ
ぼ
純
水
の

雨
水
、
純
水
よ
り
純
度
の
高
い
の
は
半

導
体
産
業
な
ど
に
使
わ
れ
る
超
純
水
、

超
超
純
水
が
あ
り
、
そ
の
は
る
か
先
に

頭
の
中
で
考
え
ら
れ
る
純
度
一
〇
〇
%

の
理
論
純
水
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

純
度
で
分
類
し
た
も
の
で
す
が
、
最
近

こ
れ
以
外
に
活
性
水
や
機
能
水
と
呼
ば

れ
る
水
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は「
化
学
薬
品
」の
働
き
を
す
る

水
で
し
て
、
殺
菌
力
の
あ
る
水
と
か
洗

浄
力
の
あ
る
水
と
か
植
物
の
生
長
を
早

め
る
水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
球
上
に
今
ど
の
く
ら
い
の
水
が
あ

る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
14
億
立
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
し
て
、
こ
れ
ら

の
大
量
の
水
は
地
球
46
億
年
の
歴
史

の
初
期
の
段
階
か
ら
存
在
し
、
そ
れ
以

後
ほ
と
ん
ど
増
え
も
減
り
も
し
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
球
上
の
水
の

97
・
5
%
は
海
水
で
し
て
、
淡
水
は

2
・
5
%
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
の
う

ち
の
1
・
75 

%
は
極
地
に
氷
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
の
で
、
我
々
が
飲
ん
だ

り
使
っ
た
り
し
て
い
る
水
は
地
球
上
の

水
の
1
%
以
下
な
の
で
す
。
従
っ
て
地

球
上
の
水
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
姿
は

海
水
で
あ
っ
て
、
我
々
の
飲
ん
だ
り
使

っ
た
り
し
て
い
る
水
は
き
わ
め
て
特
殊

な
水
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

海
に
あ
る
大
量
の
水
は
蒸
発
し
て
、

雲
と
な
り
ま
た
雨
や
雪
と
な
っ
て
地
上

に
降
り
、
有
史
以
来
大
循
環
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
蒸
発
し
た
水
は
純
水
で

あ
り
、
問
題
は
こ
の
水
が
ど
こ
に
降
る

か
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
世
界

や
日
本
に
あ
る
河
川
の
水
の
組
成
を
測

定
し
て
も
一
本
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
同
じ
河
川
で
も
そ
の
組
成

は
季
節
変
動
や
日
変
動
さ
ら
に
時
間
に

よ
っ
て
も
変
動
し
て
い
ま
す
。
我
々
が

水
を
扱
う
と
き
に
こ
れ
が
一
番
重
要
な

こ
と
で
し
て
、
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

あ
る
磁
気
処
理
装
置
を
取
り
付
け
て
、

A
と
い
う
ビ
ル
で
は
効
果
が
あ
る
の
に
、
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B
と
い
う
ビ
ル
で
は
効
果
が
な
い
と
い

う
こ
と
が
起
こ
り
、
こ
の
機
械
は
お
か

し
い
と
い
う
こ
と
で
裁
判
沙
汰
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ビ
ル

に
よ
っ
て
水
の
組
成
が
違
う
の
で
、
効

果
が
違
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の

で
す
。

ビ
ー
ル
会
社
の
泣
き
所
は
同
じ
銘
柄

の
ビ
ー
ル
が
季
節
に
よ
っ
て
味
が
変
わ

っ
た
り
、
作
る
工
場
で
味
が
違
っ
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
半
導
体
工
場
で
同
じ

原
水
か
ら
作
っ
た
超
純
水
を
使
っ
て
い

て
も
、
製
品
の
歩
留
ま
り
が
変
わ
っ
て

く
る
の
は
、
そ
の
原
水
の
季
節
変
動
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

日
本
は
火
山
列
島
な
の
で
、
そ
の
水

は
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

成
分
が
少
な
く
て
硬
度
が
低
い（
50
～

60
以
下
）の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

中
国
は
海
底
が
隆
起
し
た
土
地
な
の
で

カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
成

分
は
多
く
、
硬
度
は
1
0
0
以
上
あ
り

ま
す
。
日
本
人
が
海
外
で
水
を
飲
ん
で

お
腹
を
壊
す
の
は
、
細
菌
に
よ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
硬
度
が
高
い
水
に
慣

れ
て
い
な
い
場
合
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
元
素
の
周
期
表
で
同
じ
属

に
あ
る
元
素
は
似
た
よ
う
な
性
質
を
示

す
よ
う
に
、
そ
れ
は
化
合
物
に
つ
い
て

も
い
え
ま
す
。
例
え
ば
第
14
属
に
あ
た

る
メ
タ
ン
に
始
ま
る
水
素
化
物
は
分
子

量
が
大
き
く
な
る
と
融
点
が
徐
々
に
上

が
っ
て
い
き
、
そ
れ
は
第
16
属
に
あ
た

る
水
に
始
ま
る
水
素
化
物
に
関
し
て
も

同
様
の
性
質
も
持
つ
は
ず
な
の
で
す
が
、

水
に
関
し
て
だ
け
は
そ
の
傾
向
か
ら
か

な
り
は
ず
れ
て
い
ま
す
。
も
し
水
の
性

質
が
傾
向
通
り
で
あ
れ
ば
、
分
子
量
か

ら
推
定
し
た
融
点
は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇

度
C
、
沸
点
は
マ
イ
ナ
ス
80
度
C
と
な

る
は
ず
な
の
に
、
実
際
は
0
度
C（
融

点
）で
氷
か
ら
水
に
な
り
、
一
〇
〇
度
C

（
沸
点
）で
水
か
ら
水
蒸
気
に
な
る
の
で

す
。
そ
れ
は
か
な
り
大
き
な
分
子
量
を

も
っ
た
化
合
物
で
な
け
れ
ば
取
ら
な
い

数
値
な
の
で
、
水
は
単
な
る
H
2
O
分

子
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
水
分
子
同
士

n
個
の
塊（
ク
ラ
ス
タ
ー
）の
集
合
で
構

成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
n
が
実
際
の
と
こ
ろ
ど
の
く
ら

い
か
は
っ
き
り
は
分
か
ら
な
い
の
で
、

そ
の
構
造
も
す
べ
て
分
か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
っ
た
く
分
か

ら
な
い
訳
で
は
な
く
、
測
定
法
が
変
わ

る
と
n
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

1
個
の
水
分
子
は
1
個
の
酸
素
原
子

に
対
し
て
2
個
の
水
素
原
子
の
位
置
が

1
0
4
・
5
度
の
角
度
で
結
合
し
て
い

ま
す
。
水
分
子
は
酸
素
側
が
マ
イ
ナ
ス
、

水
素
側
が
プ
ラ
ス
の
電
荷
を
持
っ
て
い

る
電
気
双
極
子
な
の
で
、
電
子
レ
ン
ジ

の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
波
を
あ
て
る
と
、

こ
れ
ら
が
振
動
し
て
熱
を
発
生
し
ま
す
。

複
数
の
水
分
子
は
陽
性
な
水
素
原

子
を
仲
立
ち
と
し
て
、
電
気
陰
性
度
の

高
い
酸
素
原
子
同
士
を
結
び
つ
け（
水

素
結
合
）、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形
成
さ
れ

ま
す
。
氷
の
構
造
は
は
っ
き
り
し
て
い

て
、
中
央
の
H
2
O
に
対
し
て
、
4
個

の
H
2
O
分
子
が
そ
れ
ぞ
れ
水
素
結
合

で
四
面
体
の
頂
点
の
位
置
で
結
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
素
結
合
の
強
さ

（
氷
の
堅
さ
）
は
温
度
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
ま
す
。

と
こ
ろ
で
同
じ
大
き
さ
の
球
の
こ
れ

以
上
詰
め
ら
れ
な
い
細
密
充
填（
1
個

の
球
の
周
り
に
12
個
の
球
が
詰
め
る
）

に
お
け
る
球
の
占
め
る
体
積
の
割
合
は

73 

%
と
な
り
空
隙
は
27 

%
と
な
り
ま
す
。

氷
の
場
合
は
1
個
の
分
子
の
周
り
に
4

個
の
分
子
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
充
填
率

は
30 

%
と
な
り
、
隙
間
は
70 

%
も
あ
り

ま
す
。
水
の
場
合
は
液
体
の
状
態
で
氷

か
ら
水
素
結
合
の
切
れ
た
割
合
は
11 

%

く
ら
い
だ
と
分
か
っ
て
お
り
、
充
填
率

は
35 
%
く
ら
い
と
な
り
、
氷
よ
り
は
密

度
が
高
く
な
る
の
で
、
氷
は
水
に
浮
き

ま
す
。
水
の
隙
間
の
65 

%
は
活
性
水
や

機
能
水
を
考
え
る
場
合
、
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

で
は
液
体
の
水
の
構
造
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
?
過
去
の
X
線
解
析
や
中

性
子
解
析
の
測
定
に
よ
り
ま
す
と
、
5

～
6
個
く
ら
い
の
水
分
子
の
ク
ラ
ス
タ

ー
が
有
力
で
す
。
さ
ら
に
韓
国
科
学
技

術
院
の
全
武
植
教
授
は
、「
水
の
動
的
構

造
の
ほ
と
ん
ど
は
五
員
環
構
造
を
と
り
、

生
理
学
的
に
よ
い
水
は
六
員
環
構
造
を

と
っ
た
水
で
あ
る
」
と
唱
え
て
い
ま
す
。

常
温
近
辺
で
は
五
員
環
構
造
と
六
員
環

構
造
の
混
合
物
で
す
が
、
温
度
を
下
げ

て
い
く
と
六
員
環
構
造
が
増
え
て
い
き
、

雪
解
け
水
は
六
員
環
構
造
の
割
合
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
提
唱
し
て
お
り
ま

す
。我

々
が
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
は
水
の
物
性

と
い
う
の
は
水
の
中
に
溶
け
て
い
る
成

分
に
よ
っ
て
、
決
ま
っ
て
く
る
と
信
じ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
全
武
植
教
授

は
水
の
構
造
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

物
性
が
変
わ
っ
て
く
る
と
提
案
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
真
理
で
あ
れ
ば
画
期
的

な
こ
と
で
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
も
値

す
る
こ
と
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
水
の
構
造

は
分
子
の
塊（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
を
想
定

し
な
い
と
全
く
説
明
が
つ
か
な
い
わ
け

で
し
て
、
質
量
分
析
計
を
使
っ
て
水
の
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測
定
を
し
た
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、

様
々
な
n
が
存
在
し
て
お
り
、
n
＝
21

と
な
る
も
の
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

N
＝
21
の
と
き
、
質
量
は
3
百
数
十
と

な
り
、
私
自
身
は
今
、
水
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
一
次
粒
子
と
し
て
は
n
が
5
と

か
6
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ

っ
た
2
次
粒
子
を
作
り
、
そ
れ
ら
が
さ

ら
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
3
次
粒
子
も
作

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
一
次
粒
子

は
か
な
り
安
定
し
て
い
て
壊
れ
に
く
い

が
、
2
次
粒
子
、
3
次
粒
子
は
す
ぐ
変

わ
る
の
で
ト
ー
タ
ル
の
n
は
変
わ
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
が
水
の
構

造
の
解
析
を
難
し
く
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
神
奈
川
大
学
の
実
験
か
ら
分
か

る
の
は
、
水
の
温
度
を
上
げ
る
と
n
が

小
さ
く
な
る
結
果
が
出
て
お
り
、
氷
は

構
造
上
n
が
無
限
大
で
あ
り
、
水
蒸
気

の
状
態
は
n
＝
1
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

水
の
温
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ク
ラ
ス

タ
ー
は
小
さ
く
な
る
方
向
だ
と
い
う
の

が
、
か
な
り
有
力
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
報
告

福
島
県
飯
野
町
『
千
貫
森
謎
空
間
』

　
補
足
：
U
F
O
学
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
木
下
　
次
男 

氏

　

は
東
北
生
ま
れ
の
東
北
育
ち
で
、

福
島
市
の
町
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。
現

在
は
合
併
で
福
島
市
に
入
っ
て
い
る
福

島
県
飯
野
町
は
、
福
島
市
の
隣
に
あ

る
人
口
六
〇
〇
〇
人
の
小
さ
な
町
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
時

の
竹
下
内
閣
が
実
施
し
た「
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
」一
億
円
の
一
部
を
使
っ
て
、

「
U
F
O
ふ
れ
あ
い
館
」
は
1
9
9
2
年

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

飯
野
町
に
あ
る
千
貫
森（
せ
ん
が
ん

も
り
）
は
遠
く
か
ら
見
る
と
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
よ
う
に
と
て
も
美
し
い
山
で
す
。

昭
和
62
年
に
町
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採

っ
た
ら
、
不
思
議
な
こ
と
に
若
い
人
が

U
F
O
で
町
興
し
を
し
よ
う
と
言
っ
た

の
で
は
な
く
、
当
時
60 

、
70
、
80
歳
く

ら
い
の
方
が
東
北
弁
で
い
う
と「
お
ら

ふ
の
山
に
な
ん
だ
か
光
り
も
の
が
飛
ん

で
来
る
。
ん
じ
ゃ
町
興
し
は
U
F
O
で

や
ん
べ
え
!
」
と
言
っ
て
U
F
O
ふ
れ
あ

い
館
の
設
立
が
決
ま
り
ま
し
た
。

商
工
会
の
若
い
連
中
が
福
島
か
ら
木

下
を
呼
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
飯

野
町
で
勉
強
会
を
二
度
ほ
ど
や
り
ま
し

た
。
千
貫
森
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
と
い
う

こ
と
と
、
空
に
現
れ
る
光
り
も
の
は
な

ぜ
飯
野
町
に
現
れ
る
の
か
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
含
め
て
、
手
元
に
あ
り
ま
し

た
雑
誌
、
写
真
を
も
ち
こ
ん
で
解
説
し

ま
し
た
。

　

平
成
4
年
11
月
3
日
に
「
U
F
O
ふ

れ
あ
い
館
」
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

　

私
は
今
年
で
63
歳
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
22
年
の
2
月
2
日
生
ま
れ
、
二
男

坊
で
出
身
が
二
小
、
二
中
、
ク
ラ
ス
の

出
席
番
号
は
22
番
く
ら
い
で
し
た
。
25

歳
の
と
き
に
8
人
の
友
人
と
安
達
太
良

登
山
を
し
て
、
箕
輪
山
の
山
頂
付
近
で
、

8
人
の
友
人
の
足
が
ぴ
た
っ
と
止
ま
る

ほ
ど
の
近
い
距
離
に
U
F
O
が
出
て
き

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
私
は

天
文
学
に
興
味
を
も
っ
て
天
体
望
遠
鏡

を
作
っ
て
天
体
を
観
測
し
て
勉
強
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
説
明

の
つ
か
な
い
も
の
を
見
て
か
ら
、
ミ
ラ

ク
ル
や
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
不
思
議
な
も

の
が
全
部
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
頭
の
中
が
「
サ
イ
、
サ
イ
!
」
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

私
が
勤
め
て
い
た
会
社
が
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
31
歳

の
と
き
自
分
で
喫
茶
店
を
開
い
た
の
で

す
が
、
音
楽
好
き
、
映
画
好
き
、
小
説

好
き
、
芝
居
好
き
、
写
真
好
き
の
人
々

が
集
ま
る
中
に
、「
U
F
O
見
ま
し
た
」

と
い
う
人
が
12
人
集
ま
っ
て
、「
空
飛
ぶ

円
盤
研
究
会
」
を
創
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
怪
し
い

集
団
と
取
ら
れ
そ
う
な
の
で
、「
星
を
見

る
会
」
と
い
う
名
前
で
発
足
し
ま
し
た
。

空
飛
ぶ
円
盤
を
見
る
た
め
に
天
体
観

測
で
有
名
な
浄
土
平
ま
で
出
か
け
た
り
、

野
間
追
い
で
有
名
な
相
馬
の
海
ま
で
出

か
け
た
り
し
ま
し
た
。
あ
る
と
き
12
人

の
中
で
話
が
ま
と
ま
っ
て
、
福
島
県
の

地
図
の
中
で
U
F
O
を
見
た
と
い
う
ポ

イ
ン
ト
を
点
々
で
印
を
し
て
い
っ
て
、

こ
れ
を
線
で
結
ぶ
、
ま
た
近
所
で
ピ
ラ
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ミ
ッ
ド
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
山
に
印
を

し
て
い
っ
て
、
こ
れ
を
線
で
結
ん
で
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
最
終
的
な
話
が
8
分
間
の
ビ
デ
オ
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
。「
U
F
O
ふ
れ
あ
い

館
」
で
は
こ
れ
が
3
D
の
映
像
で
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
今
日
は
2
D
に
変
更

し
て
お
見
せ
し
ま
す
。

（
ビ
デ
オ
映
像
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
紹
介
）

U
F
O
は
果
た
し
て
本
当
に
存
在
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え

る
た
め
に
は
、
ま
ず
私
達
が
住
む
地
球

そ
し
て
宇
宙
全
体
を
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
私
達
の
太
陽
系
は
渦

巻
き
銀
河
の
一
つ
で
あ
る
銀
河
系
の
中

に
あ
り
ま
す
。
銀
河
系
は
二
千
億
個
の

星
（々
恒
星
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
直
径
は
10
万
光
年
、
中
心
部
の
少
し

厚
い
凸
レ
ン
ズ
の
よ
う
な
形
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
宇
宙
に
は
銀
河
系
以
外

に
も
さ
ら
に
二
千
億
個
も
の
銀
河
が
存

在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
宇
宙
全
体
に

お
け
る
星
の
数
は
計
り
し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
こ
れ
だ
け
多
く
の
星
々
が
あ
る

な
か
で
、
地
球
だ
け
が
生
命
を
育
み
、

文
明
を
進
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
果

た
し
て
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。
む

し
ろ
私
達
の
よ
う
な
生
命
体
が
他
の
星

に
も
存
在
し
、
同
じ
と
き
を
生
き
て
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

彼
ら
が
高
度
な
文
明
を
も
ち
い
て
既
に

地
球
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
と
し
て
も

何
ら
不
思
議
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
つ

ま
り
U
F
O
の
存
在
は
宇
宙
の
広
さ
と

同
じ
よ
う
に
無
限
の
可
能
性
を
は
ら
ん

で
い
る
と
い
え
る
の
で
す
。

太
陽
系
は
銀
河
系
の
中
心
か
ら
約
二

万
八
千
光
年
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
太
陽
を
中
心
に
9
つ
の
惑
星
が
同

じ
方
向
を
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
周
期
で
廻

っ
て
お
り
、
そ
の
軌
道
面
は
半
径
約
六

十
億
キ
ロ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
地

球
以
外
の
惑
星
に
生
命
の
存
在
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
U
F
O
が
存

在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
太
陽
系
以
外

の
遠
く
の
星
か
ら
や
っ
て
来
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
千
貫
森
の
周
辺
で
多

く
の
U
F
O
が
目
撃
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
仮
説
と
し
て
第
一
に
千
貫

森
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
そ
の
不
思

議
な
形
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
千
貫
森
は

標
高
4
6
3
メ
ー
ト
ル
と
い
う
決
し
て

高
く
は
な
い
山
で
す
が
、
四
方
か
ら
は

っ
き
り
と
見
え
る
美
し
い
円
錐
形
で
、

古
来
よ
り
地
理
的
な
目
印
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
呼
び
名
も
、

「
峠
山
」「
た
ん
が
ら
山
」
な
ど
二
十
種
類

近
く
も
あ
り
、
こ
の
山
が
い
か
に
目
立

ち
や
す
い
存
在
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て

い
ま
す
。

ま
た
千
貫
森
周
辺
で
は
コ
ン
パ
ス
が

正
常
に
南
北
を
示
さ
な
い
ポ
イ
ン
ト
が

数
多
く
存
在
し
、
そ
の
地
下
部
分
に
は

強
力
な
磁
場
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
U
F
O
に
と
っ

て
、
山
全
体
が
巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン

テ
ナ
の
役
目
を
し
て
い
る
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。

第
2
の
仮
説
は
飯
野
町
に
点
在
す
る

巨
石
の
数
々
で
す
。「
モ
ア
イ
石
」、「
ま

く
ら
石
」
な
ど
30
以
上
に
も
及
ぶ
巨
石

が
、
あ
た
か
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
守
る
ス

フ
ィ
ン
ク
ス
の
よ
う
に
千
貫
森
の
周
辺

に
点
在
し
て
お
り
、
以
前
よ
り
U
F
O

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
か
つ
て
こ
の
一
帯
に
噴
火
の

跡
の
火
山
活
動
が
あ
っ
た
形
跡
が
な
く
、

そ
れ
ら
の
巨
石
が
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら

や
っ
て
き
た
の
か
説
明
が
つ
か
な
い
か

ら
で
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
巨
石
や
古
く
か
ら

あ
る
古
墳
、
神
社
な
ど
の
位
置
関
係
に

不
思
議
な
法
則
が
あ
る
こ
と
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
パ
ワ
ー
ラ

イ
ン（
レ
イ
・
ラ
イ
ン
）
で
す
。
パ
ワ
ー

ラ
イ
ン
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
を
直

線
で
結
ん
だ
場
合
に
見
い
だ
さ
れ
る
規

則
的
な
配
列
の
こ
と
で
、
20
世
紀
に
イ

ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
こ
の
ラ
イ
ン
上
で
は
必
ず
U
F
O

が
目
撃
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
飯
野
町
で
も
現
在
で
は
様
々
な
配

列
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
U
F
O
の
目

撃
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、「
大

石
板
ラ
イ
ン
」、「
ま
く
ら
石
ラ
イ
ン
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

巨
石
の
位
置
で
見
る
と
、「
舟
石
・
モ

ア
イ
石
・
大
石
」
を
結
ぶ
こ
と
で
二
等

辺
三
角
形
が
で
き
、「
千
貫
森
・
長
平
地

区
の
神
社
・
立
子
山
神
社
」
を
結
ぶ
と

正
三
角
形
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
配
列
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
千
貫

森
は
そ
の
形
だ
け
で
は
な
く
、
巨
石
や

パ
ワ
ー
ラ
イ
ン
に
囲
ま
れ
た
神
秘
の
存

在
と
し
て
数
多
く
の
謎
を
私
達
に
投
げ

か
け
て
い
る
の
で
す
。

「
千
貫
森
と
U
F
O
」、
そ
の
関
係
を

解
明
す
る
た
め
に
は
、こ
れ
か
ら
も
様
々

な
謎
を
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
も
し
U
F
O
が
存
在
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
こ
の
山
の

ど
こ
か
に
き
っ
と
残
し
て
く
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。
私
達
は
そ
の
ヒ
ン
ト
を
手

掛
か
り
に
U
F
O
、
さ
ら
に
は
宇
宙
の
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秘
密
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
決
し
て
遠
く
は
な
い
未

来
に
、
U
F
O
は
そ
の
姿
を
私
達
の
前

に
見
せ
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
終
了
）

飯
野
町
の
不
思
議
な
流
れ
と
い
う
の

は
、
先
ほ
ど
町
興
し
の
と
き
に
じ
い
ち

ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
U
F
O
で
町
興

し
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
は
都
会
で
生
活
な
さ
っ
て

い
る
方
達
に
は
、
な
か
な
か
田
舎
の
建

屋
の
状
況
を
説
明
し
な
い
と
、
な
ぜ
そ

う
な
っ
た
の
か
と
い
う
の
が
、
ち
ょ
っ

と
気
が
つ
か
な
い
点
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
。
実
は
母
屋
に
対
し
て
ト
イ
レ
と

風
呂
が
玄
関
を
挟
ん
で
外
に
あ
る
の
で

す
。
そ
う
し
ま
す
と
あ
る
年
齢
に
な
る

と
ど
う
し
て
も
夜
中
に
起
き
て
ト
イ
レ

に
行
っ
た
り
、
夏
で
し
た
ら
風
呂
に
入

る
の
に
玄
関
の
外
に
出
て
ま
た
家
に
戻

る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
な
る
の
で
す
。

農
業
を
し
て
い
る
田
舎
の
人
は
明
日
の

天
気
が
気
に
な
る
の
で
、
そ
の
と
き
空

を
見
上
げ
る
と
、
何
か
不
思
議
な
も
の

を
見
る
機
会
が
多
く
な
る
の
で
す
。
ま

た
夕
方
農
作
業
を
終
え
て
、
暗
く
な
る

頃
家
路
に
向
か
う
と
き
に
複
数
の
人
が

空
に
U
F
O
を
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
昭
和
62
～
63
年
頃
、
意
外
に
年
長

者
が
U
F
O
で
町
興
し
し
よ
う
い
う
ふ

う
に
な
っ
た
の
が
現
在
の「
U
F
O
ふ
れ

あ
い
館
」
な
の
で
す
。

「
U
F
O
ふ
れ
あ
い
館
」
に
は
一
階
部

分
に
、
U
F
O
の
資
料
が
現
在
は
約
四

五
〇
〇
点
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
後
、
資
料
の
中
の
何
点
か
の
U
F
O

写
真
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
よ
る
貴

重
な
U
F
O
目
撃
談
、
D
V
D
に
よ

る
世
界
の
U
F
O
目
撃
事
件
映
像
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
報
告

感
じ
ら
れ
る
“
サ
イ
”

　
―
3
種
類
の
サ
イ
デ
バ
イ
ス
・

　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
体
験
会
―

「
瞬
間
教
育
ソ
フ
ト
」

　
　
　
　
講
師
　
浪
平
　
博
人 

氏

　

我
々
が
“
解
る
”
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
き
、
岡
潔
先
生
は「
形
式
的
に
解

る
」
と
い
う
こ
と
と「
感
覚
的
に
解
る
」

の
2
つ
が
あ
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

我
々
は
形
式
的
に
解
る
こ
と
を
教
え
て

い
る
わ
け
で
、
感
覚
的
に
解
る
と
は
別

物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
感
覚
を

通
じ
て
教
え
る
と
い
う
の
は
真
理
に
は

到
達
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
解
る
と

い
う
の
は
理
性
を
元
に
し
た
、
形
式
を

通
し
て
教
え
る
の
が
筋
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
伝
統
で
教
育
は
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

今
ま
で
の
教
育
で
は
手
順
を
記
憶
し
、

手
順
通
り
に
計
算
で
き
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
解
る
と
い
う

こ
と
と
無
縁
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
大

分
違
い
ま
す
。
昔
は
知
っ
て
い
る
こ
と

に
価
値
が
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
時
代
は
検
索
す
れ
ば
知
識
は
す

ぐ
に
い
く
ら
で
も
出
て
き
ま
す
。

人
の
行
動
と
い
う
の
は
目
的
的
で
あ

り
、
自
分
中
心
で
の
展
開
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
学
習
と
い
う
の
は
、
自
分
の
価

値
座
標
体
系
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
た
と
き

初
め
て
実
感
を
伴
っ
た
理
解
が
で
き
ま

す
。
従
っ
て
解
る
と
い
う
の
は
、
自
分

が
既
に
知
っ
て
い
る
概
念
で
説
明
さ
れ

た
物
の
み
が
解
る
の
で
す
。
だ
か
ら
解

る
と
い
う
の
は
、
主
観
的
な
経
験
で
す
。

従
っ
て
説
明
さ
れ
た
こ
と
の
個
々
人
の

も
つ
視
座
に
沿
っ
て
の
位
置
づ
け
が
な

さ
れ
た
と
き
、
初
め
て
物
事
が
解
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
今
ま

で
の
よ
う
な
記
憶
と
い
う
も
の
が
中
心

の
学
問
は
面
白
い
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

だ
か
ら
今
の
よ
う
な
教
育
体
系
で
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
も
何
も
進
歩
は
あ
り
ま

せ
ん
。

科
学
技
術（
機
械
・
装
置
）に
よ
っ
て

人
間
の
能
力
は
大
い
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
が
、「
意
味
の
伝
達
」
と
い
う
一
番
大

切
な
こ
と
は
、
個
々
人
の
座
標
に
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
っ
て
、
従
っ
て
同
一
方

法
に
は
頼
れ
な
い
の
で
す
。
従
っ
て
意

味
の
伝
達
に
は
、
感
覚
的
理
解
に
至
る

方
法
、
す
な
わ
ち
視
覚
的
理
解
を
目
指

す
の
が
一
番
で
す
。

※
こ
の
後
、
中
学
や
高
校
数
学
の
内
容

を
パ
ソ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
を
使
い
、
図
や
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グ
ラ
フ
か
ら
視
覚
的
に
理
解
さ
せ
た
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

「
脈
波
の
カ
オ
ス
判
定
器
」
　

　
　
　
　
　
講
師
　
苗
　
鉄
軍 

氏

指
先
で
測
定
す
る
指
尖
脈
波
の
測
定

デ
ー
タ
を
カ
オ
ス
解
析
し
て
、
生
体
情

報
を
分
析
す
る
装
置
で
す
。
指
尖
脈
波

は
心
臓
の
拍
動
を
指
先
に
お
け
る
近
赤

外
線
の
吸
収
率
か
ら
捉
え
た
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
は
信
号
の
線
形
的
な
解
析
を

し
て
き
た
の
で
す
が
、
カ
オ
ス
理
論
か

ら
信
号
の
非
線
形
解
析
を
す
る
と
、
そ

の
人
の
い
ろ
い
ろ
な
生
体
情
報
が
分
か

り
ま
す
。

指
尖
脈
波
な
の
で
直
接
的
に
は
、
血

流
と
か
血
管
に
関
す
る
情
報
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
心
臓
・
心
拍
と
血
流
・
血
管

を
支
配
す
る
交
感
神
経
、
副
交
感
神
経

の
自
律
神
経
系
に
関
す
る
情
報
と
、
自

律
神
経
系
を
支
配
す
る
脳
の
視
床
下
部

の
活
動
に
関
す
る
情
報
が
分
か
り
ま
す
。

従
っ
て
、
身
体
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
分
か
り
ま
す
。

昔
か
ら
の
中
医
学
に
お
い
て
、
橈
骨

脈
波
の
状
態
を
治
療
師
の
3
本
の
指
で

診
る
「
脈
診
」
と
い
う
技
術
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
身
体
全
体
の
情
報

が
分
か
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
同
じ
よ

う
な
考
え
方
で
、
指
尖
脈
波
か
ら
身
体

全
体
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

具
体
的
に
は
指
尖
脈
波
の
非
線
形
的

情
報
、
す
な
わ
ち
3
つ
の
レ
ベ
ル
の
ゆ

ら
ぎ
で
す
。
一
つ
は
血
管
年
齢
や
血
管

の
柔
軟
性
、
二
つ
目
は
心
拍
の
間
隔
の

ゆ
ら
ぎ（
心
拍
変
動
ゆ
ら
ぎ
）は
循
環
器

の
制
御
系
の
状
態
、
三
つ
目
は
指
尖
脈

波
の
全
体
的
な
変
化
を
カ
オ
ス
解
析
す

る
こ
と
で
、
中
枢
神
経
系
に
関
す
る
情

報
が
分
か
り
ま
す
。

ゆ
ら
ぎ
の
定
義
は
簡
単
に
言
え
ば
、

一
種
の
柔
軟
性
で
あ
り
、
環
境
に
対
し

て
闘
争
的
で
は
な
く
平
和
的
に
調
整
し

て
柔
軟
に
対
応
す
る
能
力
で
あ
り
、
生

体
の
適
応
力
＝
生
命
力
を
表
す
指
標
で

す
。
ゆ
ら
ぎ
の
記
述
法
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
実
は
ゆ
ら
い
で
い
る
も
の
は
、

量
子
力
学
の
波
動
に
関
す
る
技
術
と
非

常
に
似
て
い
ま
す
。
例
え
ば
古
典
的
な

動
き
を
全
部
波
に
な
お
す
と
量
子
力
学

の
波
動
関
数
を
使
っ
て
記
述
で
き
る
よ

う
に
、
指
尖
脈
波
を
カ
オ
ス
解
析
の
ア

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
定
常
解
に
す
る

こ
と
と
似
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

「 

サ
イ
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
メ
ー

タ
ー
」

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
泰
樹 

氏

人
間
の
潜
在
能
力（
P
K
、
E
S
P
）

の
測
定
器
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、

特
に
一
般
人
レ
ベ
ル
の
P
K（
念
力
）
が

測
定
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

原
理
は
半
導
体
の
ホ
ワ
イ
ト
ノ
イ
ズ

を
増
幅
し
て
、
あ
る
レ
ベ
ル
で
の
ピ
ー

ク
を
2
秒
間
カ
ウ
ン
ト
し
、
4
桁
表
示

さ
せ
る
の
が
基
本
動
作
で
、
そ
れ
が
奇

数
か
偶
数
か
で
緑
か
赤
の
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド（
L
E
D
）
を
点
灯
さ
せ
た
り
、
易

経
の
八
卦
も
表
示
し
て
、
運
勢
診
断
も

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

微
少
な
質
量
の
電
子
に
影
響
を
与
え

て
波
形
を
変
化
さ
せ
る
原
理
な
の
で
、

実
際
に
一
般
人
レ
ベ
ル
で
の
P
K
に
反

応
し
ま
す
。

例
え
ば
赤
と
青
の
L
E
D
表
示
は
、

何
も
し
な
け
れ
ば
20
回
中
10
回
ず
つ
が

平
均
の
出
る
回
数
で
す
が
、
そ
れ
を
ど

の
く
ら
い
偏
ら
せ
る
か
で
P
K
能
力
の

成
績
を
確
率（
危
険
率
）で
表
し
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

自
分
自
身
や
他
の
多
く
の
被
験
者
の

測
定
の
結
果
、
P
K
能
力
の
発
揮
は
、

強
い
イ
メ
ー
ジ
形
成
+
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

つ
つ
集
中
し
た
瞬
発
力
+
意
念
の
リ
ズ

ム
が
重
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
五
十
三
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
U
F
O
・
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
・

　
　
　
　
　
　
　
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
講
師
　
淺
川
　
嘉
富 

氏

と
き　
　

平
成
22
年
11
月
20
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

淺
川
氏
は
、
近
年
、
次
々
と
世
界
の

希
有
な
人
物
と
対
談
し
て
き
て
い
る
。

2
0
1
2
年
問
題
の
中
心
人
物
で
あ
る

マ
ヤ
最
高
神
官
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
長
老
。

ク
ラ
リ
オ
ン
星
人
と
30
年
間
コ
ン
タ
ク

ト
を
続
け
、
人
類
誕
生
の
真
相
を
語
っ

た
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
カ
ヴ
ァ
ー
ロ
氏
。

そ
し
て
、
昨
春
に
対
談
し
た
の
が
チ
ェ

コ
の
超
能
力
者
で
今
回
の
講
演
の
主
人

公
の
ペ
ト
ル
・
ホ
ボ
ッ
ト
氏
。

ペ
ト
ル
氏
は
か
つ
て
旧
ソ
連
の
諜
報

機
関
K
G
B
に
所
属
し
、
ウ
ラ
ル
山
脈

沿
い
の
町
で
U
F
O
と
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
り
続
け
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
宇
宙
人

基
地
に
招
か
れ
た
り
し
た
あ
と
、
ペ
ル

ー
で
20
年
近
く
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の

修
行
を
積
ん
で
い
る
。

　

そ
の
彼
が
50
時
間
を
超
す
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
淺
川
氏
に
語
っ
た
内
容
は
、
3

度
に
わ
た
る
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
体
験
談
、

宇
宙
人
基
地
内
部
の
様
子
、
パ
ラ
レ
ル

ワ
ー
ル
ド
の
実
体
、
ナ
ス
カ
の
地
上
絵

と
カ
ブ
レ
ラ
ス
ト
ー
ン
の
真
相
等
驚
く

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

淺
川
氏
は
1
9
4
1
年
生
ま
れ
。
東

京
理
科
大
学
・
理
学
部
卒
。
1
9
9
9

年
日
本
火
災
海
上
保
険（
株
）
の
専
務

取
締
役
在
任
中
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ

る
「
超
古
代
文
明
」「
U
F
O
」「
霊
的
世

界
」
を
完
遂
の
た
め
退
任
。

近
著
「［
U
F
O
・
宇
宙
人
・
ア
セ
ン

シ
ョ
ン
］真
実
へ
の
完
全
ガ
イ
ド
」（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
刊
）、「
2
0
1
2
年 

ア
セ
ン

シ
ョ
ン
最
後
の
真
実
」（
学
研
刊
）、「
ク

ラ
リ
オ
ン
か
ら
の
伝
言
」（
徳
間
書
店
刊
）

私
は
U
F
O
の
研
究
を
50
年
近
く
や

っ
て
い
る
、
最
も
古
い
研
究
者
の
一
人

だ
と
思
う
が
、
こ
の
3
年
間
は
先
方
か

ら
情
報
が
次
々
と
や
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
カ
ヴ
ァ
ー

ロ
氏
や
ペ
ト
ル
・
ホ
ボ
ッ
ト
氏
と
の
対

談
が
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
対
談
本
に

は
大
事
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

何
度
も
読
み
直
し
て
欲
し
い
。

ペ
ト
ル
・
ホ
ボ
ッ
ト
氏
は
ロ
シ
ア
の

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
推
薦

入
学
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
K
G
B
の

秘
密
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
参
加
さ
せ
ら
れ

る
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
は
ウ
ラ
ル
山
脈

の
ゴ
ル
キ
ー
と
い
う
町
で
、
U
F
O
と

の
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
ー（
幽
体
離
脱
し
て

U
F
O
に
乗
り
込
む
こ
と
）
と
し
て
働

い
て
い
る
。

あ
る
時
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
U
F
O

と
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
い
る
時
、
個
人
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て「
近
く
に
U
F
O
の

基
地
が
あ
る
の
で
訪
ね
る
よ
う
に
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と
る
。

そ
こ
に
い
た
宇
宙
人
の
一
人
は
高
次

元
の
洞
窟
内
で
瞑
想
し
な
が
ら
、
魂
は

地
球
人
と
し
て
一
生
を
過
ご
し
て
い
る
。

地
上
で
暮
ら
す
50
年
は
高
次
元
の
基
地

内
で
は
ほ
ん
の
数
ヶ
月
に
過
ぎ
な
い
。

実
際
、
ホ
ボ
ッ
ト
が
数
時
間
過
ご
し
て

帰
っ
て
み
る
と
ひ
げ
ぼ
う
ぼ
う
で
あ
っ

た
。
浦
島
太
郎
、
か
ぐ
や
姫
の
話
も
本

当
で
あ
る（
真
実
の
話
だ
か
ら
こ
そ
永

い
年
代
に
わ
た
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
の

だ
）。こ

う
い
う
基
地
は
世
界
に
い
く
つ
も

あ
る
ら
し
い
。
陸
地
に
も
海
中
に
も
あ

る
。
シ
ャ
ン
バ
ラ
は
宇
宙
人
の
基
地
と

考
え
て
よ
い
。
そ
れ
は
3
・
5
次
元
と

い
う
べ
き
で
ア
ス
ト
ラ
ル
界
に
存
在
し

て
い
る
。
本
当
は
3
次
元
的
な
形
で
現

わ
れ
る
の
が
効
果
的
だ
が
そ
れ
は
危
険

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
中
国
と
ソ
ビ

エ
ト
の
国
境
付
近
に
あ
っ
た
基
地
は
ソ

ビ
エ
ト
が
原
爆
を
投
下
し
て
破
壊
し
、

そ
の
付
近
で
原
爆
・
放
射
能
被
害
者
が

多
く
出
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
6
）

※
こ
こ
で
ス
ラ
イ
ド
紹
介　

　

ナ
ス
カ
の
地
上
絵
。
ア
マ
ゾ
ン
の
原

住
民
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
一
部
。
ア
ナ
コ
ン

ダ
に
巻
か
れ
て
い
る
ホ
ボ
ッ
ト
。

他
国
の
秘
密
を
探
り
出
す
方
法
と
し

て
は
、
通
常
の
ス
パ
イ
行
為
は
下
の
下

で
あ
る
。
今
は
幽
体
離
脱
し
て
情
報
を

得
て
い
る
。
ホ
ボ
ッ
ト
氏
は
6
年
間
の

K
G
B
生
活
の
の
ち
身
を
引
き
、
シ
ャ

ー
マ
ン
の
修
行
を
20
年
間
続
け
た
。
彼

が
直
前
ま
で
修
行
し
て
い
た
ア
マ
ゾ
ン

川
流
域
は
、
淺
川
氏
が
野
鳥
の
写
真
撮

●� ●



影
の
た
め
何
度
か
訪
れ
た
地
と
一
致
し

て
い
て
驚
か
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
二
人

の
対
談
は
中
身
の
濃
い
も
の
と
な
っ
た
。

ア
ナ
コ
ン
ダ
（
大
蛇
）
と
の
関
係

シ
ャ
ー
マ
ン
の
第
一
段
階
は
、
ア
ヤ

ワ
ス
カ
な
ど
の
薬
草
を
飲
む
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
次
の
段
階
が
ア
ナ
コ
ン
ダ
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ナ
コ
ン
ダ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
か
ら
だ

に
巻
き
つ
い
て
い
る
写
真
を
紹
介
。

彼
ら
は
こ
う
し
て
ア
ナ
コ
ン
ダ
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
う
の
だ
。
シ
ャ
ー
マ

ン
と
ア
ナ
コ
ン
ダ
は
普
段
は
別
々
の
場

所
で
生
活
し
て
い
る
が
、
お
互
い
に
ど

こ
に
い
る
か
が
分
か
っ
て
い
る
。

ア
ナ
コ
ン
ダ
の
力
を
借
り
て
重
い
お

産
を
軽
く
す
ま
せ
た
女
性
の
話
が
あ
り
、

中
堅
ク
ラ
ス
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
。

あ
る
時
ア
ナ
コ
ン
ダ
が
漁
師
の
網
に

か
か
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
て
、

ホ
ボ
ッ
ト
氏
が
興
奮
し
た
ア
ナ
コ
ン
ダ

を
落
ち
着
か
せ
て
網
か
ら
離
し
て
や
っ

た
。
現
地
人
は
白
人
の
彼
に
ど
う
し
て

そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
不
思
議
で

な
ら
な
か
っ
た
。

次
ぎ
に
、
最
高
位
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に

な
る
と
、
彼
ら
は
宇
宙
船
に
搭
乗
し
て

い
る「
星
の
医
者
」（
プ
レ
ア
デ
ス
人
）と

つ
な
が
っ
て
治
療
す
る
。

あ
る
時
、
白
人
が
油
田
を
作
ろ
う
と

し
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
破
壊
し
始
め
た
。

そ
れ
を
先
住
民
た
ち
が
止
め
さ
せ
よ
う

と
し
て
白
人
と
の
戦
い
に
な
っ
た
。
槍

と
鉄
砲
で
は
差
が
あ
り
す
ぎ
て
到
底
太

刀
打
ち
で
き
そ
う
も
な
か
っ
た
の
で
、

先
住
民
は
集
団
自
殺
を
決
意
す
る
。
彼

ら
は
地
球
に
来
た
目
的
を
知
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
守
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
達
成
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
た
の
で
、
無
用
な
戦
い
を
止
め
て

元
の
星
に
戻
ろ
う
と
し
た
の
だ
。

そ
こ
で
ペ
ト
ル
が
シ
リ
ウ
ス
人
と
つ

な
が
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
尋
ね

る
と
、
諦
め
ず
に
「
身
体
に
バ
リ
ア
を

張
っ
て
戦
い
な
さ
い
」
と
伝
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
村
全
体
に
バ
リ
ア
を
張
る

方
法
も
教
え
ら
れ
、
鉄
砲
の
弾
を
避
け

る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
結
果
、
攻
撃

を
し
て
い
た
人
々
が
恐
れ
を
な
し
て
逃

げ
帰
り
、
先
住
民
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
守

る
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド

プ
ェ
ル
ト
リ
コ
に
小
さ
な
知
的
生
命

体
が
現
わ
れ
た
。
こ
れ
を
国
連
の
場
で

報
告
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
ア
メ
リ
カ

政
府
か
ら
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
た
。
彼

ら
は
そ
の
生
命
体
が
次
元
の
異
な
る
パ

ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
か
ら
出
現
し
た
こ
と

を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
世
界
に
知
ら

れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
、
チ
ュ
パ
カ
プ
ラ
と
い
う
奇
っ
怪

な
動
物
が
出
現
し
話
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
も
時
空
の
扉
が
開
い
て
3
次

元
世
界
に
出
て
き
た
も
の
の
一
種
で
あ

る
。チ

ュ
パ
カ
プ
ラ
は
山
羊
の
血
を
吸
う
。

吸
っ
た
血
の
中
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

け
を
吸
収
し
血
は
吐
き
出
す
。
そ
の
た

め
山
羊
の
大
量
死
が
発
生
し
た
。
古
く

か
ら
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
て
い
る
キ
ャ

ト
ル
ミ
ュ
ー
テ
ィ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
別
次

元
の
生
命
体
に
よ
る
吸
血
行
為
で
あ
る
。

ナ
ス
カ
の
地
上
絵

ペ
ト
ル
・
ホ
ボ
ッ
ト
氏
か
ら
は
、
学

者
が
主
張
し
て
い
る
地
上
絵
の
解
釈
と

は
ま
っ
た
く
違
う
話
を
聞
か
さ
れ
た
。

彼
に
よ
る
と
、
地
上
絵
に
は
2
種
類

あ
る
と
い
う
。
ハ
チ
ド
リ
や
ク
ジ
ラ
、

ク
モ
と
い
っ
た
動
物
な
ど
を
描
い
た
も

の
と
巨
大
な
幾
何
学
模
様
で
あ
る
。
ク

ジ
ラ
、
ク
モ
、
イ
ヌ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部

族
の
家
紋
で
、
こ
れ
ら
は
人
間
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
幾
何
学

模
様
は
宇
宙
人
に
よ
り
描
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

両
方
と
も
、
宇
宙
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
集
中
的
に
受
け
る
た
め
に
描
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。

ナ
ス
カ
の
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
ア
マ

ゾ
ン
や
ア
ン
デ
ス
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
胸

に
家
紋
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
つ
け
、
地
上

絵
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
瞑
想
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
上
絵
か
ら
強
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
上（
宇
宙
）か
ら
降
り

て
く
る
だ
け
で
な
く
下（
地
球
の
内
部
）

か
ら
も
出
て
く
る
。
上
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は　

超
能
力
や
予
知
能
力
を
与
え
、

下
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は　

ヒ
ー
リ
ン

グ
や
願
望
実
現
に
役
立
つ
。

カ
ブ
レ
ラ
ス
ト
ー
ン
の
話

ペ
ル
ー
の
カ
ブ
レ
ラ
博
物
館
に
は
恐

竜
と
人
間
の
共
存
を
示
す
驚
異
的
な
石

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
偽
物
も

混
じ
っ
て
い
る
が
、
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
の
は
間
違
い
な
く
本
物
で
あ
る
。

学
者
は
恐
竜
は
6
5
0
0
万
年
前
に

滅
び
て
お
り
、
人
類
の
歴
史
は
た
っ
た

2
0
0
万
年
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
両

者
が
共
存
す
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
。

し
か
し
最
近
発
見
さ
れ
た
恐
竜
の
中

に
は
、
化
石
で
は
な
く
骨
の
ま
ま
発
掘

さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
更
に
は
そ
の
骨

の
中
か
ら
血
液
が
発
見
さ
れ
て
い
る
も
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の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
6
5
0
0

万
年
前
の
恐
竜
絶
滅
説
は
間
違
い
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

カ
ブ
レ
ラ
ス
ト
ー
ン
を
よ
く
調
べ
て

み
る
と
、
そ
こ
に
彫
ら
れ
た
溝
の
深
さ

は
一
定
し
て
お
り
、
長
い
溝
の
ど
こ
に

も
刃
が
飛
ん
だ
あ
と
が
な
い
。
そ
れ
は

相
当
高
度
な
技
術
で
彫
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ホ
ボ
ッ
ト
氏
に
よ
る
と
、
カ
ブ
レ
ラ

ス
ト
ー
ン
の
多
く
は
シ
ャ
ー
マ
ン
が
ヒ

ー
リ
ン
グ
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
、

淺
川
氏
が
保
持
し
て
い
る
石
は
カ
ブ
レ

ラ
博
士
の
お
嬢
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
淺

川
氏
が
か
つ
て
ペ
ル
ー
で
シ
ャ
ー
マ
ン

で
あ
っ
た
頃
に
使
っ
て
い
た
石
で
あ
る

と
い
う
。
淺
川
氏
は
ペ
ル
ー
で
た
く
さ

ん
の
学
校
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も

み
な
こ
う
し
た
石
と
の
つ
な
が
り
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

ペ
ト
ル
・
ホ
ボ
ッ
ト
氏
は
す
で
に
3

回
肉
体
を
持
っ
た
ま
ま
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

（
次
元
上
昇
）
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
先
は
人
間
だ
け
で
な
く
、
地
球
そ

の
も
の
が
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に

な
る
。

気
に
な
る
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
時
期
に

つ
い
て
は
色
々
な
説
が
あ
る
が
、
そ
ん

な
に
遠
い
未
来
で
は
な
い
と
い
う
が
淺

川
氏
の
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

現
在
の
政
治
、
経
済
の
出
口
の
見
え

な
い
混
乱
の
中
で
度
々
聞
か
さ
れ
る
来

た
る
べ
き
次
の
時
代
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
今
回
の
テ
ー
マ「
U
F
O
・
パ
ラ

レ
ル
ワ
ー
ル
ド
・
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」
は
身

近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
。
著
書
の
一

読
を
お
奨
め
す
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
17
名
、
非
会
員

16
名
、
合
計
33
名
で
し
た
。
今
回
は
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
予
定　

3
月
19
日（
土
）
重
松
昭
春
氏
「
日
本
人

の
生
き
方
と
21
世
紀
の
未
来
」

4
月
9
日（
土
）
芳
野
武
人
氏
「
誰
で
も

で
き
る　

一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

5
月
21
日（
土
）
瀬
尾
泰
範
氏
「
占
星
学

か
ら
み
た
2
0
1
2
年
以
降
の
世
界
」

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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＜サトルエネルギー学会主催　’11春の大会（日本サイ科学会協賛）のお知らせ＞
春の大会テーマ 　涙と感動　それがサトルエネルギー　（大会委員長　矢島　実）

　講演・実演者（予定） ＡＫＩ、岩月　淳、壱太郎、矢島　実、片岡　由季、望月　俊孝、

   木下　晴弘、鈴木　昭平、木村　まさ子

　日時：平成23年3月27日（日）開場10 :00　開演10 :30　終演18 :30

　場所：津田ホール　交通：東京JR千駄ヶ谷駅前、国立競技場　隣り
　公式サイト　URL：http://www.subtle-eng.com/index.html

　【お申込み】 E-mail：uketsuke@subtle-eng.com

　　　　　　FAX 03-5730-6451　サトルエネルギー学会　春の大会係

　E-mail または FAX記載項目：氏名・住所・TEL・チケット（日本サイ科学会会員）枚数、金額

　参加費：予約制　協賛団体会員　6,000円　（当日 8 ,000円）

　　　　【振込先】お申込みと同時に下記宛お振込み下さい。ご入金確認後チケットを送付します。

　　　　 郵便振替振込み先：00170-1-196569　サトルエネルギー学会

　　　　 お問合せ　サトルエネルギー学会　03-5730-6450



の集積地）には低線量放射線の高い値（バック
グラウンドの2～3倍）があり、これが、サイ情
報源としてのPSI-spinペアー（筆者らの仮定）
の安定形成に重要な役割を果たしている、と判
断するものもある。

以上を基にして、低線量放射線と人工外気と
生体の関係を知る為の実験を行った。暗示効果
を除く為や、解析が割合に容易であり、しかも
人体の60%以上は水であり、水は生命にとって
重要である、等の理由から生体の代わりに水を
センサーにした。放射線にはラドン温泉にある
岩石や湯花類。人工外気として水晶､ 無誘導
コイル装置を用いた。実験結果の検討と考察か
ら、センサー水の電気伝導率変化値の「正」を
修復、「負」を損傷と見ることにした。対象と比
較すると、（1）放射線被曝によって損傷が生ず
る（約7%）。しかし（2）人工外気と放射線を同
時に与えると修復が進行する（約11%）。この時
実験範囲内では（3）放射線量が低い程、修復は
大になる傾向がある。と言う結果を得た。一方、
奇跡的な回復を得る為には、零点（零場）を用
いた念力（PK）の実施が必要であろう、と言う
結果を得た。

3）サイ現象が生起する過程
呼吸法などを用いて（自律神経支配）、知性

や理性を薄め、頭の中の雑念を取り去り（まっ
しろにする）、リラックス集中を試みる。つまり
意識を変性させて零意識にしだいに近づける。
そして、ターゲットとしての局所に「念写像形
成」をイメージし、命ずる（試みる）。すると、
バックグラウンドとしての低線量放射線、並び
に体内のチャクラから放出される低線量放射線
が、念写形成に使用されるエネルギーとなり、
γ線の崩壊を介して得られる陽電子が関与し
て、PSI-spinペアー（サイ情報、仮説）が形成
され、念球（光子群）が発生する。実験値とし
て得られた念球は複雑系低次元決定論的カオ
ス挙動を示しており、そのフラクタル次元は
D2=1.94～2.25であった。D2は雑音数（変数

の数）並びに軌道の形（レスラー系）を示してお
り、さらに2～3個のチャクラが活性化している
事が推定・判断される。このカオス・アトラク
ターは、意念の働きによって次第に増加し続け
るが、相互干渉により、遂には消失して零にな
る。つまり軌跡の ｢正」側と反対方向の軌跡の

「負」側が干渉して零（両者の和）となり、零場
が形成されることになる。念球の発生条件は、
体外の零場が活性化して一定値になるという別
報と同様、エネルギー一定値条件が必要にな
る、と推定している。

念球（光子群）発生ののち、意念の働きに従っ
て文字や図、絵が描かれる事になるが、意識

（意念）と発生点（局所）の間を連絡するのは、
搬送波であり、その上にサイ情報が加算されて
運搬されている、と判断している。搬送波につ
いては、次節で述べる。

4）サイ情報の搬送波
伝達されるべきサイ情報としてはPSI-spinペ

アー群を想定している。例えば、「上向き電子
（正）と下向き陽電子（負）に微細素粒子の（負）
と（正）が組み合わされて（全体として安定な）
総ベクトル（スピン）零のPSI-spinとなる」。さ
らに、これらとは総てが逆方向のspin対が重な
りあって「PSI-spinペアー」を形成している。こ
のサイ情報源が搬送波に乗せられて体外の局
所（未知現象生起点）に伝達される、と判断し
ている。

搬送波としては、縦波（音波、スカラー波）と
横波（電磁波）がある。意識と生起点との間の
距離が長い場合はスカラー波、短い場合は非聴
音としての極低周波、通常の各種の音、音楽等。
スカラーは大きさは有るが方向性の無い量で、

「正」と｢負」を衝突・対流させる場合に発生す
る。横波には、シューマン・レゾナンス（7～
15Hz）、商用電流、通常の生活空間に存在して
いる各種の電波等がある。実験結果から推定
すると、発生点周りの総ての波が搬送波に使わ
れている、と判断出来る。
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を示した。
つぎの一例として、被験者が体外の物質「不

安定な中性子を持つアメリシウム241」に直接サ
イ（外気）を放射してその変化を調べた実験を
紹介する。中国科学院高エネルギー物理学研
究所の陸祖蔭は、1987年に、高名な厳新気功
師を被験者にして、Am241（アメリシウム）の
原子核の崩壊速度を念力によって変化させる実
験を行った。Am241の半減期は458年であり、
α粒子ならびにγ線を放出する事によってNP

（ネプツニウム237）になる。この時の放出エネ
ルギーは約59.6keVである。実験は6回、外気
放出は32試行であった。結果を見ると、原子
核の崩壊速度は厳新師の意念により（正）または

（負）側に変化している。一般には、崩壊速度は
不変な筈なのに、自然崩壊とは別の加速並びに
減速の変化がサイ（外気）の作用によって生じ
ている。

他方、上海原子核研究所の顧函森（1981）は、
有名な趙偉気功師が発功（外気放射）した時の
サイ（外気）としての放射線をシンチレーション
で測定した。結果として、放出されたエネル
ギーは1～9eV範囲内の約3.5eV域に全高半
値幅約4.2eVのピークを持つエネルギー分布曲
線になる、と言う結果を得た。以上、代表的な
3例を記述した。これらから判断して、放射線
と外気（サイ）とは割合に相性が良く、原子核中
の不安定な中性子とサイ（外気）は、相互作用
しやすいと言う結果が得られる。つまり、意念
は、原子核の中の中性子に作用して、原子核を
崩壊させて、PK生起に必要なエネルギーを供
給している、と判断出来よう。なお、念力（PK）
の中でもより重要と思われるものは、生体に対
する作用であろう。そこで、次に、低線量放射
線が、サイ（外気）と生命体に対してどの様な
影響を与えるかについて検討する。

遺伝子（DNA）情報は生命の形成に重要な役
割を果たしている。陸祖蔭は、上述の論文で、
遺伝子変化の実験を報告している。子牛胸線
DNA（遺伝子）と酵母RNAを用い、厳新気功

師が5～10分間外気発功（被曝）させたサンプ
ルについて、紫外線分光光度計を用いて分子レ
ベルの変化を調べた。DNAサンプルは5個、
RNAサンプルは2個用い、発功を15～17回
行った。DNAでは257nmに於ける吸収増加が
あり、RNAでも257nmの吸収増加があった。
これは、両者ともDNAの2重らせん構造上の
塩基対を連結している水素結合を切断する事を
意味している。DNAの切断変化は、良い場合

（品質健康改善）と悪い場合（癌の成長）の両者
が推定可能である。サイ現象や無意識層につい
てもほぼ同一の問題がある、と言えよう。

他方、水の無い処には生命も無いという。こ
の重要な水についての筆者らの実験によると、
水にサイ（外気）を被曝させて造った気功水の
電気伝導率変化の熱活性化エネルギーは約
32kcal/molであった。水分子のH-O-HのO-H
結合の強さは110kcal/mol、隣接する水分子H2O
とH2Oの間の水素結合は約10kcal/molなので、
サイ（外気）の作用によって弱い水素結合は容
易に切断する事が出来、さらに、ラマン分光分
析等の結果から判断して、サイ（外気）の作用に
より、水の分子構造は変化しないで、水の集団
構造（クラスター）が変化する事が判ってきた。

未知現象の生起に必要なエネルギーを供給
する、と考えられる放射線であるが、放射線被
曝はたとえ僅かであったとしても細胞に損傷を
与え、身体に良くないと言う主張がある。しか
し、僅少の損傷を与えたとしても、生体内の自
然治癒力が働いて、免疫力が強化され、損傷
が修復される場合には、かえってより健康にな
るという体験や主張もある。つまり「ホルミシス
効果」と言われるように低線量放射線は身体に
よいと言う主張。並びに ｢ラドン温泉」と言われ
る様に、低線量放射線温泉は市民の健康維持
に役立っている、と喜ばれている事実もある。
また「僅かな毒薬は逆に良薬になる」という言葉
もある。要は、未知現象の実験・実施と考察に
関しては、注意深く対処する事が強く求められ
ている、と言えよう。一方、断層付近の気場（気
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1）はしがき
意識と体外の物質が、直接に、相互作用す

る現象をマクロPK（念力）という。物質を物理
的に変化させる場合（例、メタルベンド）、また
は光エネルギーによって活性化させる場合（例、
光放射念写）に於けるサイ現象の生起の問題に
ついては、その一部は既に報告してある。引き
続いて本稿では、物質が静的な場合について
検討する。このとき、未解決の難問は、“サイ（未
知）現象を生起させる為のエネルギーは何処に
あるのか? ”であろう。例えば、念写像を形成し、
継続・進展させるのに必要なエネルギーをどの
ように、どこから供給するか､ が問題である。
この種の試みは、生命体の様々な場合について
も応用・適用出来るものと考える事が出来よう。
本稿は、マクロPKの発生並びに継続に関する
若干の問題を究明・考察することを主目的にし
ている。

2）放射線実験とサイ（水と生命）
まずはじめに、マクロPKの生起並びに継

続・進展に必要なエネルギーは、各種の放射線
が担当している、と仮定して検討と考察を進め
る。文献をみる。物体の原子核の中の中性子が、
意念の働きに従って、エネルギーに変換して、
マクロPK現象が生起するという研究が「サイ

科学（Vol.1-3 ,1977、Vol.3-2 ,1978）」に紹介さ
れている（関英男記述）。この「念力と中性子」
の実験と考察を基礎の一つにして、サイ現象と
放射線の関係を調べることにする。スウェーデ
ン人のH.Forwaldが米国Duke大学で1950年
代に行った16mm角のサイコロ投下のマクロ
PK実験と考察が、超心理学会誌に掲載されて
いる。研究は、被験者が、サイコロを落としな
がら念力を働かせ（精神統一して念じる）て、落
ちる場所を決める、という内容である。多数回
行われた実験結果にはt検定などの統計処理が
実施されており、サイコロに働く念力をエネル
ギーに換算して表示してある。PKの実験結果
に及ぼす影響因子として、木材（赤ぶな）を用い
た時のサイコロの表面の粗さ、そのサイコロに
貼り付けるアルミ板の厚さ、サイコロ全体をア
ルミにした場合（むく）、板の原子の価電子数、
アルミ板の原子核、アルミを基準とした時の銅
や銀の核子数の影響。鉛、ヘキサメチレンテト
ラミン、二酸化ウラン等との比較検討、ならび
に原子核の安定度との関係。これらの多項目に
わたる多数の系統的な実験と解析から、結論と
してサイは原子の中の原子核に作用して同位元
素としての不安定な中性子からエネルギーを得
ていると判断した。つまり対象材料の原子核の
中から念力生起の為のエネルギーを得ている事

サイ現象生起の為のエネルギー条件サイ現象生起の為のエネルギー条件
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